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D2D(端末間）通信を用いて
他端末の電力を借りる

★電力貸借の仕組み

一般的にD2D通信での消費電力はLTEに比べ小さい。そこで、端末Aは近場に
いる端末BにD2Dを利用してデータを渡す。そして、端末Bは端末Aの代わり
に基地局に送る。言い換えると、「端末Bは端末Aに電力を貸している」とい
うことになる。

端末Aは少ない消費電力で基地局までデータを送ることができ、バッテリー
の消費を抑えることができる。端末Bは、代わりに送ってあげることによっ
て、料金やポイント面でメリットを得ることによって、端末A,B共にwin-win
の関係になることができる。

端末A端末B
D2D

従来方式 提案方式

現在、携帯端末
は基地局に直接
データを送信し
ている。

端末AはD2Dで近場の端末Bに
データを渡し、端末Bは、端末Aの

代わりに基地局まで送ってあげる
＝電力を貸してあげる

現行方式

提案方式
基地局

D2D

LTE

LTE

矢印の長さ＝消費する電
力と見た時に、提案方式で
はこれだけで済む

※電力は距離に依拠することが多い



提案方式：D2D通信がLTE通信よりも低消費電力で通信できることを前提として、D2Dを使って他端末
の電力を仮想的に借りて自局の通信をすることでバッテリーの駆動時間を延ばすこと

様々な条件下における消費電力の傾向を確認して提案方式の有用性を確かめた

実験では1⃣測定エリア 2⃣受信強度 3⃣測定時間帯をそれぞれ変化させた

その上で

D2D通信
距離に応じてRSSIが変化

セルラー通信
場所に応じてRSRPが変化
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図2 測定のイラスト概要図

図2➁のRSRPの強度
を一定にする

図2➀のRSSIの強度
を一定にする

一定時間ダウンロー
ドを開始する

3回測
定する

yes

no

Start

End

図3 実験フローチャート
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ダウンロード開始時は電流が上がっている
ことがわかる

図1 POWER ANALYZERの測定風景
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1⃣測定エリアを変化させたとき

測定エリア

➀早稲田大学本キャンパス

➁西早稲田キャンパス

➂池袋駅西口

④池袋駅東口

⑤所沢
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東京都

埼玉県

➀

➁

➂ ④

⑤

早稲田大学本キャンパ
ス

西早稲田キャンパ
ス

池袋駅西
口

池袋駅東
口

所
沢

・エリア毎に異なる人口密度やトラヒック量の環境下
で測定

・測定したエリアは➀早稲田大学本キャンパス、
➁西早稲田キャンパス、➂池袋駅西口、④池袋駅
東口、⑤所沢の5カ所

・ダウンロード時間は60秒で、借りる側の測定を実施
・RSSIの強度を-45 dBmで固定
・測定は3回ずつ

表1 測定エリア

図4 測定エリアマップ



Background

• KDDIの事故など毎年
大きな通信障害が発生
している。

• D2Dによるオペレータ
間通信を用いて繋がら
ない端末を解消する。

5

Large-scale network disruption in Japan

2018, Dec SoftBank 30.6 million lines

2021, Oct NTT Docomo 12.9 million lines

2022, Jul KDDI 30.91 million lines

This is an apology page for the network disruption that occurred in 
KDDI, the famous operator on 2 July 22, Japan.

This disruption affected Logistics, government services, 
bank ATM, and transportation, and so forth.

D2Dを用いたオペレータ間通信



ST Scheme
• ST uses Wi-Fi Direct

• U-UE: UE that cannot 
communicate 

• S-UE: UE that are 
available and salvaging
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①U-UE can not
communicate due to 
network disruption

(operator 1)

②U-UE communicates with S-UE on the 
other active operator, where S-UE

exchanges Uplink and Downlink data of 
U-UE with the active operator.

• S-UE sets the upper limit of 
battery consumption for ST.

• And once the upper limit is 
reached, the S-UE will not join 
for ST for power saving.
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ST!
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Conclusion and Future work 
Conclusion

• We proposed and verify the ST scheme using D2D 
for network disruptions.

• The result shows the ST is effective in improving the 
communication success rate during network 
disruptions.

Future work

• Improve the scheme to distribute traffic by operator 
so that the load is not placed on a specific operator.

• Since the ST uses D2D, we will further analyze the 
following considerations:

① The number of users nearby

② The ratio of S-UE candidates

③ The battery consumption limit of S-UE
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